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情報基礎論　改善点の提案
法学部教授　西　垣 通
新カリキュラムでの授業を始めてまだニカ月にもならないので本格的な評価は難しいのですが、
当面気がついたことだけをまとめてみます。
1　講習会廃止の提案
　実験助手補による学生対象の講習会が開かれていますが、これは労力の割にはメリットが少なく、
廃止したほうがよいと思われます。
　デメリットを挙げると、まず第一に学生の受講状況がバラバラで、授業を進めにくいということ
があります。たとえば私の授業では、パソコン基本操作講習会は必須と指定してありますが、実際
には33％の学生が受講していません（なお、ワープロ講習については未受講…者が51％）。そうでなく
ても、早く（5月初め）受講する学生と遅く（5月半ば）受講する学生がいるので、5月の上旬に
パソコンを使った授業をするときは、全くパソコンに触ったことの無い学生のレベルに合わすこと
を余儀なくされます。このときの最大の問題は、実験助手補が5月中は講習会を担当しているため、
授業サポートが無いことです（私の場合、お願いして一人つけて頂きましたが、それでも大奮闘で
す）。立ち上がりの時期こそ、実験助手補のサポートが不可欠ではありませんか。
　第二のデメリットは、実験助手補や事務担当者の負担、さらに学生の負担が大きいにもかかわら
ず、それほど受講効果がないことです。私自身も受講してみましたが、一時間半の講習会でウイン
ドウズの操作をマスターすることは初心者には無理であり、単に言われた操作を機械的に模倣して
いるに過ぎません。これなら、授業の中で基本操作を覚えていく時間を設けた方がよほど効率的で
あり、学生にも親切と言えましょう。これはワープロの講習でも同じ事です。さらに後期のC＋＋
言語や表計算にいたっては、一時間半でいったい何を学習させようというのか、理解に苦しむばか
りです。
　おそらく講習会の「メリット」というのは、基本操作をはじめテクニカルな教育を教貝が負担し
なくてよいということなのでしょう。しかし、そういう怠惰な態度は誤りです。情報基礎論ではコ
ンピュータの基礎的使用法の実践教育も重要であり、学生へのアンケートでも「パソコンを使える
ようになりたい」という声が多いのです。私は、実践教育を行うなかで理論的講義を適宜組み入れ
ていくのがよいと考えています。
　むしろ、新しいソフトの使い方などについては、実験助手補や情報科学センターのシステム開発
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貝が「授業を担当する教貝」を対象に講習会を開いて頂きたいものです。
2　DOS／Vノートパソコン貸与のお願い
　98パソコンからDOS／Vパソコンに設備が変更されましたが、慣れるまで当分の間、同じ構成の
ノートパソコンを貸与して頂くことを強く希望します。
　以前に情報科学センターから貸与して下さるとの書面が届きましたが、実際には台数が不足とい
うことで長期貸出は難しいようです。しかし、現場の教貝は、準備期間もなく急にハードウェアが
変わって種々の細かい問題で困っているのです。
　例えば、キーボードやディスプレイ・サイズが異なるので、これに対処しなくてはなりません。
思い付くだけでも、ストップ・キー、ホームクリヤー・キー、ヘルプ・キーなどが無いこと、ディ
スプレイ・サイズが違うのでグラフィックスの教育用プログラムのロジック変更が必要なこと、な
どがあげられます。教育用プログラムはすべて試してみなくてはなりません（N88BASICプログラ
ムではプリンターは使えないといった変更点の確認が必要）。こういった作業のために、しばらくの
間、DOS／Vノートパソコンを使用する必要があるのです。
　ちなみに、こういった作業以外の、設備変更後のデメリットを列挙すると次のようになります。
（1）教員のパソコン画面を学生に見せるための、学生用モニターの画面がひどく見づらい。
　②　学生のパソコン画面を教員が教卓でモニターできない。
　（3）CAIシステム’（N88BASIC用）が使用できない。
　設備変更の際、上記のような点についても評価すべきではなかったのでしょうか。
